
伊
藤
剛
（
い
と
う
・
ご
う
）

一
九
六
七
年
生
ま
れ
。
マ
ン
ガ
評
論
家
。
東
京
工
芸
大
学
芸
術
学
部

マ
ン
ガ
学
科
准
教
授
。
お
も
な
著
書
に
『
テ
ヅ
カ
・
イ
ズ
・
デ
ッ
ド
』

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
）
『
網
状
言
論
Ｆ
改
』
（
共
著
・
青
土
社
）
な
ど
。
昨

年
は
本
誌
に
マ
ン
ガ
評
を
連
載
。
幼
時
に
愛
読
し
た
祖
母
の
蔵
書
中

の
巽
聖
歌
編
『
新
美
南
吉
全
集
』
で
強
い
印
象
に
残
っ
て
い
る
短
編

が
「
久
助
君
の
話
」
で
あ
っ
た
と
、
今
回
の
会
場
と
な
っ
た
日
本
児

童
文
学
者
協
会
事
務
局
で
判
明
。
「
日
常
の
空
間
で
感
じ
て
い
る
リ

ア
リ
テ
ィ
を
疑
わ
せ
る
よ
う
な
話
」
が
好
き
に
な
っ
た
原
点
が
こ
の

物
語
で
は
な
い
か
と
い
う
。

「
ロ
ー
テ
ィ
ー
ン
文
化
」
の
消
滅

た
と
え
ば
「
本
来
は
子
ど
も
の
文
化
で
あ
る
マ
ン
ガ
を
、
大
人
も

読
む
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
言
い
方
が
成
立
し
な
く
な
っ
た
の
は
、

い
つ
ご
ろ
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
問
い
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
マ
ン
ガ
が
大
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
が
当
然
の

こ
と
に
な
っ
た
の
は
い
つ
か
ら
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
か
つ
て
マ
ン
ガ
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
し
て
い
た
子

ど
も
層
の
数
が
少
な
く
な
り
、
閾
値
を
越
え
た
の
が
い
つ
か
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
は
、
十
二
歳
の
子

ど
も
人
口
が
、
八
〇
年
代
の
約
六
割
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

七
〇
年
代
に
マ
ン
ガ
、
あ
る
い
は
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
言
っ
た
と
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マ
ン
ガ
は
、ど

こ
へ
行
く
の
か

�

子
ど
も
文
化
、

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
ゆ
く
え

�

伊
藤

剛
さ
ん
に
聞
く


